
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテナ素子
にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて受信さ
れた信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線受信部
から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリブレー
ション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報を検出
するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅及び位
相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として出力す
るＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受信装置
において、
前記キャリブレーション手段は、前記無線受信部から出力された信号

の電力レベルに基づいて決定される電力レベルで前記キャリブレーシ
ョン信号を前記アンテナ素子にて受信された信号に多重することを特徴とするアレーアン
テナ受信装置。
【請求項２】
請求項１に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
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前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記無線受信部から出力された信号の電力レベルに基づい
て前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリ
ブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｎ個の電力レベル可変回路とを有し、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において
前記アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とするアレーアンテナ受信
装置。
【請求項３】
請求項１に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記無線受信部から出力された信号の電力レベルに基づい
て前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリ
ブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｋ個（Ｋは１以上Ｎ未満の整数）の電力レベル可変回路と、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号を選択し、前記Ｎ個の多
重回路に分配して出力する選択／分配回路とを有し、前記選択／分配回路から出力された
キャリブレーション信号が前記多重回路において前記アンテナ素子にて受信された信号に
多重されることを特徴とするアレーアンテナ受信装置。
【請求項４】
請求項２または請求項３に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション用信号処理部は、前記無線受信部から出力された信号から抽出さ
れたキャリブレーション信号の電力レベルが一定となるような制御信号を出力することを
特徴とするアレーアンテナ受信装置。
【請求項５】
請求項４に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション用信号処理部は、前記無線受信部から出力された信号から抽出さ
れたキャリブレーション信号のビット誤り率を用いて、前記無線受信部から出力された信
号と該信号から抽出されたキャリブレーション信号との比を認識することを特徴とするア
レーアンテナ受信装置。
【請求項６】
Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテナ素子
にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて受信さ
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れた信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線受信部
から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリブレー
ション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報を検出
するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅及び位
相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として出力す
るＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受信装置
において、
前記キャリブレーション手段は、前記アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルに基
づいて決定される電力レベルで前記キャリブレーション信号を前記アンテナ素子にて受信
された信号に多重することを特徴とするアレーアンテナ受信装置。
【請求項７】
請求項６に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルに基づ
いて前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャ
リブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｎ個の電力レベル可変回路とを有し、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において
前記アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とするアレーアンテナ受信
装置。
【請求項８】
請求項６に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルに基づ
いて前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャ
リブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｋ個（Ｋは１以上Ｎ未満の整数）の電力レベル可変回路と、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号を選択し、前記Ｎ個の多
重回路に分配して出力する選択／分配回路とを有し、
前記選択／分配回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において前記
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アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とするアレーアンテナ受信装置
。
【請求項９】
請求項７または請求項８に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション用信号処理部は、前記アンテナ素子にて受信された信号の電力レ
ベルと前記電力レベル可変回路から出力されるキャリブレーション信号の電力レベルとの
比が一定となるような制御信号を出力することを特徴とするアレーアンテナ受信装置。
【請求項１０】
Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテナ素子
にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて受信さ
れた信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線受信部
から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリブレー
ション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報を検出
するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅及び位
相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として出力す
るＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受信装置
において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記多重回路から出力された信号の電力レベルに基づいて
前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリブ
レーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｎ個の電力レベル可変回路とを有し、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において
前記アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とするアレーアンテナ受信
装置。
【請求項１１】
Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテナ素子
にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて受信さ
れた信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線受信部
から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリブレー
ション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報を検出
するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅及び位
相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として出力す
るＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受信装置
において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
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ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記多重回路から出力された信号の電力レベルに基づいて
前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリブ
レーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｋ個（Ｋは１以上Ｎ未満の整数）の電力レベル可変回路と、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号を選択し、前記Ｎ個の多
重回路に分配して出力する選択／分配回路とを有し、
前記選択／分配回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において前記
アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とするアレーアンテナ受信装置
。
【請求項１２】
請求項１０または請求項１１に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記キャリブレーション用信号処理部は、前記多重回路から出力された信号の電力レベル
と前記電力レベル可変回路から出力されるキャリブレーション信号の電力レベルとの比が
一定となるような制御信号を出力することを特徴とするアレーアンテナ受信装置。
【請求項１３】
請求項１２に記載のアレーアンテナ受信装置において、
前記無線受信部は、出力信号の電力レベルを入力信号の電力レベルによらずに一定とする
自動利得制御手段を具備し、前記キャリブレーション用信号処理部は、前記自動利得制御
手段における利得情報に基づいて前記多重回路から出力された信号の電力レベルを認識す
ることを特徴とするアレーアンテナ受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、アンテナの指向性を制御することによってユーザ干渉を除去するアレーアンテ
ナ受信装置に関し、特に、複数の無線受信部のキャリブレーションを行うアレーアンテナ
受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
セルラ移動通信システム等においては、信号の高速化及び高品質化、並びに加入者容量の
増大を目指し、複数のアンテナ素子から成るアレーアンテナ受信装置を用いて、希望信号
到来方向に対しては受信利得を大きくし、他ユーザからの干渉や遅延波による干渉に対し
ては受信利得を小さくするような受信指向性パターンを形成する方式が検討されている。
【０００３】
ところで、アレーアンテナ受信装置においては、一般に各アンテナ素子に対する無線受信
部における振幅変動及び位相変動が個々に異なるため、受信指向性パターン形成時にそれ
らの振幅変動及び位相変動を補償する必要がある。この操作をキャリブレーションと呼ぶ
。
【０００４】
この種のキャリブレーションを行なうアレーアンテナ受信装置においては、例えば、特開
平１１－４６１８０号公報に開示されたアレーアンテナ無線受信装置のキャリブレーショ
ン装置のように、各無線受信部に既知のキャリブレーション信号を入力して振幅変動及び
位相変動を測定することで、補償のための振幅及び位相情報が得られている。
【０００５】
図６は、キャリブレーションを行なう従来のアレーアンテナ受信装置の一構成例を示すブ
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ロック図である。
【０００６】
本従来例は図６に示すように、複数のアンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎからなるアレ
ーアンテナ６０１と、アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎのそれぞれに対応して設けら
れ、アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された信号にキャリブレーション信号
を多重して出力する多重回路６０３－１～６０３－Ｎと、アンテナ素子６０２－１～６０
２－Ｎのそれぞれに対応して設けられ、多重回路６０３－１～６０３－Ｎから出力された
信号の受信処理を行う無線受信部６０４－１～６０４－Ｎと、無線受信部６０４－１～６
０４－Ｎから出力された信号が入力され、入力された信号に基づいて、アンテナ素子６０
２－１～６０２－Ｎにて受信された信号の振幅情報及び位相情報を検出する検出回路６１
１と、ユーザの数分設けられ、無線受信部６０４－１～６０４－Ｎから出力された信号を
検出回路６１１にて検出された振幅情報及び位相情報を用いて補正し、ユーザ毎の復調信
号として出力するユーザ信号処理部６０５－１～６０５－Ｍと、キャリブレーション信号
を生成するキャリブレーション用信号発生器６０７と、キャリブレーション用信号発生器
６０７にて生成されたキャリブレーション信号を周波数変換して出力するキャリブレーシ
ョン用無線送信部６０８と、キャリブレーション用無線送信部６０８から出力されたキャ
リブレーション信号を任意の電力レベルで出力する電力レベル可変回路６０９とから構成
されており、電力レベル可変回路６０９から出力されたキャリブレーション信号が多重回
路６０３－１～６０３－Ｎにてアンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された信号
に多重される。
【０００７】
アレーアンテナ６０１を構成するアンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにおいては、アン
テナ素子単体での水平面内及び垂直面内指向性に特に制限はなく、例としてはオムニ（無
指向性）、ダイポール（双極指向性）が挙げられる。アンテナ素子６０２－１～６０２－
Ｎは、各々のアンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎの受信信号が相関を有するように近接
して配置され、希望信号及び複数の干渉信号が多重された信号を受信する。
【０００８】
多重回路６０３－１～６０３－Ｎにおいては、電力レベル可変回路６０９から出力された
キャリブレーション信号とアンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された信号とが
、例えば符号多重等によって無線帯域で多重され、無線受信部６０４－１～６０４－Ｎに
対して出力される。なお、ここでの多重方法においては、符号多重には限らない。また、
多重回路６０３－１～６０３－Ｎにて多重されたキャリブレーション信号は抽出可能であ
る。
【０００９】
無線受信部６０４－１～６０４－Ｎは、ローノイズアンプ、帯域制限フィルタ、ミキサ、
局部発信器、ＡＧＣ（Ａｕｔｏ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、直交検波器、低域
通過フィルタ、アナログ／ディジタル変換器等から構成される。ここで、無線受信部６０
４－Ｎを例にとると、多重回路６０３－Ｎから出力された信号が入力され、入力された信
号の増幅、無線帯域から基底帯域への周波数変換、直交検波、アナログ／ディジタル変換
等が行われ、当該信号がユーザ信号処理部６０５－１～６０５－Ｍ及び検出回路６１１に
対して出力される。一般的には、無線受信部６０４－１～６０４－Ｎ毎に、出力信号の電
力レベルを入力信号の電力レベルによらずに一定とするために非線形回路であるＡＧＣが
用いられる。
【００１０】
検出回路６１１においては、無線受信部６０４－１～６０４－Ｎから出力された信号が入
力され、入力された信号からキャリブレーション信号が抽出され、それにより、アンテナ
素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された信号の振幅及び位相情報が検出される。検出
された振幅及び位相情報は、信号処理部６０５－１～６０５－Ｍに対して出力される。こ
こで、アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された信号の振幅及び位相情報は、
無線受信部６０４－１～６０４－Ｎにおけるキャリブレーション信号の振幅及び位相の変
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動量を調べることによって検出される。
【００１１】
ユーザ信号処理部６０５－１～６０５－Ｍにおいては、無線受信部６０４－１～６０４－
Ｎから出力された信号と検出回路６１１にて検出された振幅及び位相情報とが入力され、
無線受信部６０４－１～６０４－Ｎから出力された信号が検出回路６１１にて検出された
振幅及び位相情報に基づいて補正され、それにより、各ユーザ毎に、ユーザ信号到来方向
に対しては受信利得が大きくなり、他ユーザからの干渉や遅延波による干渉に対しては受
信利得が小さくなるような受信指向性パターンが形成され、受信指向性パターンによって
受信された復調信号が出力される。
【００１２】
キャリブレーション用信号発生器６０７においては、基底帯域でキャリブレーション信号
が生成され、生成されたキャリブレーション信号がキャリブレーション用無線送信部６０
８に対して出力される。
【００１３】
キャリブレーション用無線送信部６０８においては、キャリブレーション用信号発生器６
０７から出力された基底帯域のキャリブレーション信号が入力され、入力されたキャリブ
レーション信号に対するディジタル／アナログ変換、基底帯域から無線帯域への周波数変
換等が行われ、該キャリブレーション信号がアンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受
信された信号と同一周波数帯域を有するキャリブレーション信号として電力レベル可変回
路６０９に対して出力される。
【００１４】
電力レベル可変回路６０９においては、キャリブレーション用無線送信部６０８から出力
されたキャリブレーション信号が任意の電力レベルで多重回路６０３－１～６０３－Ｎに
対して出力される。
【００１５】
以下に、上記のように構成されたアレーアンテナ受信装置の動作について説明する。
【００１６】
アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された各信号には、希望（ユーザ）信号成
分と干渉信号成分、及び熱雑音が含まれている。更に希望信号成分、干渉信号成分それぞ
れにマルチパス成分が存在する。通常、それらの信号成分は互いに異なる方向から到来す
る。
【００１７】
図６に示したアレーアンテナ受信装置においては、アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎ
にて受信された各信号の振幅及び位相情報を用いて、到来方向の異なる各信号成分が識別
され、受信指向性パターンが形成される。
【００１８】
その際、無線受信部６０４－１～６０４－Ｎに含まれる各回路によって無線受信部６０４
－１～６０４－Ｎ内部において受信信号の振幅や位相が変動した場合、本来のアンテナ素
子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された各信号の振幅及び位相情報とは異なった情報が
ユーザ信号処理部６０５－１～６０５－Ｍに与えられ、各信号成分を正確に識別し受信指
向性パターンを形成することができなくなってしまう。
【００１９】
そこで、アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された信号と同一周波数帯域のキ
ャリブレーション信号を受信信号に多重し、検出回路６１１において無線受信部６０４－
１～６０４－Ｎから出力される信号からキャリブレーション信号を抽出し、該キャリブレ
ーション信号の振幅及び位相の変動に基づいて受信信号の振幅及び位相情報を検出するこ
とによって、ユーザ信号処理部６０５－１～６０５－Ｍに入力された受信信号の振幅及び
位相情報に補正を加える。
【００２０】
また、無線受信部６０４－１～６０４－Ｎに含まれる非線形回路（特にＡＧＣ）において
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は、受信信号の電力レベルによって受信信号の振幅及び位相の変動の仕方が異なるため、
キャリブレーション信号の電力レベルを電力レベル可変回路６０９によって変化させなが
ら無線受信部６０４－１～６０４－Ｎの各出力のキャリブレーション信号を抽出し、該キ
ャリブレーション信号の振幅及び位相の変動に基づいて受信信号の振幅及び位相情報を検
出することによって、各キャリブレーション信号の電力レベル毎に、ユーザ信号処理部６
０５－１～６０５－Ｍに入力された受信信号の振幅及び位相情報に加える補正量を決定す
る。
【００２１】
このようなキャリブレーション手段を有するアレーアンテナ受信装置においては、アレー
アンテナ受信装置の運用時に無線受信部６０４－１～６０４－Ｎの内部において受信信号
の振幅や位相が変動した場合においても、ユーザ信号処理部６０５－１～６０５－Ｍに入
力された受信信号の振幅及び位相情報を補正することができる。また、非運用時には、受
信信号の電力レベルに応じた精度の高いキャリブレーションを行うことができる。
【００２２】
このように、本従来例においては、アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された
各信号の振幅及び位相情報を用いて、到来方向の異なる各信号成分を正確に識別し、受信
指向性パターンを形成することができる。
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】
一般に、複数のアンテナ素子を有するアレーアンテナ受信装置においては、運用時には各
アンテナ素子毎に受信信号の電力レベルが時間的に変動する。
【００２４】
ここで、上述したような従来のアレーアンテナ受信装置においては、無線受信部内のＡＧ
Ｃにおいて、受信信号の電力レベルとキャリブレーション信号の電力レベルとの和が一定
になるように増幅率が自動的に制御されているため、受信信号の電力レベルが変動した場
合、一定の電力レベルのキャリブレーション信号が無線受信部に入力されたにもかかわら
ず、無線受信部から出力される信号に含まれるキャリブレーション信号の電力レベルが不
定になってしまう。
【００２５】
キャリブレーション時においては、各無線受信部に入力されるキャリブレーション信号と
各無線受信部から出力される信号に含まれるキャリブレーション信号とが比較されること
により、各無線受信部におけるキャリブレーション信号の振幅及び位相変動が検出され、
該検出結果に基づいて、アンテナ素子６０２－１～６０２－Ｎにて受信された信号の振幅
及び位相情報が検出される。
【００２６】
ところが、上述したように各無線受信部から出力される信号に含まれるキャリブレーショ
ン信号の電力レベルが不定になってしまうと、各無線受信部におけるキャリブレーション
信号の振幅及び位相変動を正確に検出することができず、精度の高いキャリブレーション
を行うことができなうなってしまう。
【００２７】
本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、運
用時においても精度の高いキャリブレーションを行うことができるアレーアンテナ受信装
置を提供することを目的とする。
【００２８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明は、
Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテナ素子
にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて受信さ
れた信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線受信部
から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリブレー
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ション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報を検出
するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅及び位
相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として出力す
るＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受信装置
において、
前記キャリブレーション手段は、前記無線受信部から出力された信号

の電力レベルに基づいて決定される電力レベルで前記キャリブレーシ
ョン信号を前記アンテナ素子にて受信された信号に多重することを特徴とする。
【００２９】
また、前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、前記キャリ
ブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記アンテナ素子
にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーション信号に周
波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記無線受信部から出力された信号の電力レベルに基づい
て前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリ
ブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｎ個の電力レベル可変回路とを有し、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において
前記アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とする。
【００３０】
また、前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記無線受信部から出力された信号の電力レベルに基づい
て前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリ
ブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｋ個（Ｋは１以上Ｎ未満の整数）の電力レベル可変回路と、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号を選択し、前記Ｎ個の多
重回路に分配して出力する選択／分配回路とを有し、
前記選択／分配回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において前記
アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とする。
【００３１】
また、前記キャリブレーション用信号処理部は、前記無線受信部から出力された信号から
抽出されたキャリブレーション信号の電力レベルが一定となるような制御信号を出力する
ことを特徴とする。
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【００３２】
また、前記キャリブレーション用信号処理部は、前記無線受信部から出力された信号から
抽出されたキャリブレーション信号のビット誤り率を用いて、前記無線受信部から出力さ
れた信号と該信号から抽出されたキャリブレーション信号との比を認識することを特徴と
する。
【００３３】
また、Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテ
ナ素子にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて
受信された信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線
受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリ
ブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報
を検出するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅
及び位相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として
出力するＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受
信装置において、
前記キャリブレーション手段は、前記アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルに基
づいて決定される電力レベルで前記キャリブレーション信号を前記アンテナ素子にて受信
された信号に多重することを特徴とする。
【００３４】
また、前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルに基づ
いて前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャ
リブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｎ個の電力レベル可変回路とを有し、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において
前記アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とする。
【００３５】
また、前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルに基づ
いて前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャ
リブレーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
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キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｋ個（Ｋは１以上Ｎ未満の整数）の電力レベル可変回路と、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号を選択し、前記Ｎ個の多
重回路に分配して出力する選択／分配回路とを有し、
前記選択／分配回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において前記
アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とする。
【００３６】
また、前記キャリブレーション用信号処理部は、前記アンテナ素子にて受信された信号の
電力レベルと前記電力レベル可変回路から出力されるキャリブレーション信号の電力レベ
ルとの比が一定となるような制御信号を出力することを特徴とする。
【００３７】
また、Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテ
ナ素子にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて
受信された信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線
受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリ
ブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報
を検出するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅
及び位相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として
出力するＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受
信装置において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記多重回路から出力された信号の電力レベルに基づいて
前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリブ
レーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｎ個の電力レベル可変回路とを有し、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において
前記アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とする。
【００３８】
また、Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子からなるアレーアンテナと、前記アンテ
ナ素子にて受信された信号の受信処理を行うＮ個の無線受信部と、前記アンテナ素子にて
受信された信号にキャリブレーション信号を多重し 、前記無線
受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出されたキャリ
ブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報
を検出するキャリブレーション手段と、前記キャリブレーション手段にて検出された振幅
及び位相情報に基づいて、前記無線受信部から出力された信号を補正して復調信号として
出力するＭ個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部とを有してなるアレーアンテナ受
信装置において、
前記キャリブレーション手段は、
前記アンテナ素子にて受信された信号にキャリブレーション信号を多重するＮ個の多重回
路と、
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前記キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生器と、
前記キャリブレーション用信号発生器にて生成されたキャリブレーション信号を、前記ア
ンテナ素子にて受信された信号の周波数と同一の周波数帯域を具備するキャリブレーショ
ン信号に周波数変換して出力するキャリブレーション用信号無線送信部と、
前記無線受信部から出力された信号から前記キャリブレーション信号を抽出し、抽出され
たキャリブレーション信号に基づいて、前記アンテナ素子にて受信された信号の振幅及び
位相情報を検出するとともに、前記多重回路から出力された信号の電力レベルに基づいて
前記キャリブレーション信号の電力レベルを制御するための制御信号を出力するキャリブ
レーション用信号処理部と、
前記キャリブレーション用信号無線送信部から出力されたキャリブレーション信号を前記
キャリブレーション用信号処理部から出力された制御信号に基づく電力レベルで出力する
Ｋ個（Ｋは１以上Ｎ未満の整数）の電力レベル可変回路と、
前記電力レベル可変回路から出力されたキャリブレーション信号を選択し、前記Ｎ個の多
重回路に分配して出力する選択／分配回路とを有し、
前記選択／分配回路から出力されたキャリブレーション信号が前記多重回路において前記
アンテナ素子にて受信された信号に多重されることを特徴とする。
【００３９】
また、前記キャリブレーション用信号処理部は、前記多重回路から出力された信号の電力
レベルと前記電力レベル可変回路から出力されるキャリブレーション信号の電力レベルと
の比が一定となるような制御信号を出力することを特徴とする。
【００４０】
また、前記無線受信部は、出力信号の電力レベルを入力信号の電力レベルによらずに一定
とする自動利得制御手段を具備し、
前記キャリブレーション用信号処理部は、前記自動利得制御手段における利得情報に基づ
いて前記多重回路から出力された信号の電力レベルを認識することを特徴とする。
【００４１】
（作用）
上記のように構成された本発明においては、アンテナ素子にて受信された信号に多重され
るキャリブレーション信号が、無線受信部から出力された信号から抽出されたキャリブレ
ーション信号の電力レベルが一定となるような電力レベルで、アンテナ素子にて受信され
た信号に多重されるので、アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルが時間的に変動
し、無線受信部において、アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルとキャリブレー
ション信号の電力レベルとの和が一定になるように出力が自動的に制御された場合におい
ても、キャリブレーション手段にて抽出されるキャリブレーション信号の電力レベルが不
定となることはなく、それにより、キャリブレーション手段において、無線受信部におけ
るキャリブレーション信号の振幅及び位相変動が正確に検出され、それに伴って、アンテ
ナ素子にて受信された信号の振幅及び位相情報が正確に検出される。これにより、運用時
においても精度の高いキャリブレーションが行われる。
【００４２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００４３】
（第１の実施の形態）
図１は、本発明のアレーアンテナ受信装置の第１の実施の形態を示すブロック図である。
【００４４】
本形態は図１に示すように、Ｎ個（Ｎは１以上の整数）のアンテナ素子１０２－１～１０
２－Ｎからなるアレーアンテナ１０１と、アンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎのそれぞ
れに対応して設けられ、アンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受信された信号にキャ
リブレーション信号を多重して出力する多重回路１０３－１～１０３－Ｎと、アンテナ素
子１０２－１～１０２－Ｎのそれぞれに対応して設けられ、多重回路１０３－１～１０３
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－Ｎから出力された信号の受信処理を行う無線受信部１０４－１～１０４－Ｎと、無線受
信部１０４－１～１０４－Ｎから出力された信号が入力され、入力された信号に基づいて
、アンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受信された信号の振幅情報及び位相情報を検
出するキャリブレーション用信号処理部１０６と、ユーザの数分設けられ、無線受信部１
０４－１～１０４－Ｎから出力された信号をキャリブレーション用信号処理部１０６にて
検出された振幅情報及び位相情報を用いて補正し、ユーザ毎の復調信号として出力するＭ
個（Ｍは１以上の整数）のユーザ信号処理部１０５－１～１０５－Ｍと、キャリブレーシ
ョン信号を生成するキャリブレーション用信号発生器１０７と、キャリブレーション用信
号発生器１０７にて生成されたキャリブレーション信号を周波数変換して出力するキャリ
ブレーション用無線送信部１０８と、キャリブレーション用無線送信部１０８から出力さ
れたキャリブレーション信号をキャリブレーション信号処理部１０６にて制御される電力
レベルで出力する電力レベル可変回路１０９－１～１０９－Ｎとから構成されており、電
力レベル可変回路１０９－１～１０９－Ｎから出力されたキャリブレーション信号が多重
回路１０３－１～１０３－Ｎにてアンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受信された信
号に多重される。なお、多重回路１０３－１～１０３－Ｎ、キャリブレーション用信号処
理部１０６、キャリブレーション用信号発生器１０７、キャリブレーション用無線送信部
１０８及び電力レベル可変回路１０９－１～１０９－Ｎからキャリブレーション手段が構
成される。
【００４５】
アレーアンテナ１０１を構成するアンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにおいては、アン
テナ素子単体での水平面内及び垂直面内指向性に特に制限はなく、例としてはオムニ（無
指向性）、ダイポール（双極指向性）が挙げられる。アンテナ素子１０２－１～１０２－
Ｎは、各々のアンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎの受信信号が相関を有するように近接
して配置され、希望信号及び複数の干渉信号が多重された信号を受信する。
【００４６】
多重回路１０３－１～１０３－Ｎにおいては、電力レベル可変回路１０９－１～１０９－
Ｎから出力されたキャリブレーション信号とアンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受
信された信号とが無線帯域で多重され、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎに対して出力
される。
【００４７】
ここで、多重回路１０３－１～１０３－Ｎにおける多重方法においては、制限はなく、例
としては符号多重が挙げられる。符号多重の場合、多重回路１０３－１～１０３－Ｎには
無線帯域で動作する電力加算器が使用可能である。また、キャリブレーション信号がアン
テナ素子から放射されることがないよう、多重回路１０３－１～１０３－Ｎには方向性結
合器を用いることが望ましい。また、多重回路１０３－１～１０３－Ｎにて多重されたキ
ャリブレーション信号は抽出可能である。
【００４８】
無線受信部１０４－１～１０４－Ｎは、ローノイズアンプ、帯域制限フィルタ、ミキサ、
局部発信器、ＡＧＣ（Ａｕｔｏ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、直交検波器、低域
通過フィルタ、アナログ／ディジタル変換器等から構成される。ここで、無線受信部１０
４－Ｎを例にとると、多重回路１０３－Ｎから出力された信号が入力され、入力された信
号の増幅、無線帯域から基底帯域への周波数変換、直交検波、アナログ／ディジタル変換
等が行われ、当該信号がユーザ信号処理部１０５－１～１０５－Ｍ及びキャリブレーショ
ン用信号処理部１０６に対して出力される。
【００４９】
ここで、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎの構成に制限はないが、一般的には、各無線
受信部１０４－１～１０４－Ｎ毎に、出力信号の電力レベルを入力信号の電力レベルによ
らずに一定とするために非線形回路であるＡＧＣが用いられる。
【００５０】
ユーザ信号処理部１０５－１～１０５－Ｍにおいては、無線受信部１０４－１～１０４－
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Ｎから出力された信号とキャリブレーション用信号処理部１０６にて検出された振幅及び
位相情報とが入力され、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力された信号がキャリ
ブレーション用信号処理部１０６にて検出された振幅及び位相情報に基づいて補正され、
それにより、各ユーザ毎に、ユーザ信号到来方向に対しては受信利得が大きくなり、他ユ
ーザからの干渉や遅延波による干渉に対しては受信利得が小さくなるような受信指向性パ
ターンが形成され、受信指向性パターンによって受信された復調信号が出力される。
【００５１】
ここで、ユーザ信号処理部１０５－１～１０５－Ｎにおいては、その構成や受信指向性パ
ターン形成のアルゴリズムや無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力された信号に対
してキャリブレーション用信号処理部１０６にて検出された振幅及び位相情報を用いて補
正を行う方法に制限は無い。この補正を行うことによって、アレーアンテナ受信装置の運
用時に無線受信部１０４－１～１０４－Ｎの内部において受信信号の振幅や位相が変動し
た場合においても、ユーザ信号処理部１０５－１～１０５－Ｍに入力された信号から、各
無線受信部１０４－１～１０４－Ｎの内部で発生した振幅及び位相変動成分を取り除くこ
とができ、到来方向の異なる各信号成分を正確に識別し、受信指向性パターンを形成する
ことが可能となる。
【００５２】
キャリブレーション用信号処理部１０６においては、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎ
から出力された信号が入力され、入力された信号からキャリブレーション信号が抽出され
、それにより、アンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受信された信号の振幅及び位相
情報が検出される。検出された振幅及び位相情報は、信号処理部１０５－１～１０５－Ｍ
に対して出力される。ここで、アンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受信された信号
の振幅及び位相情報は、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎにおけるキャリブレーション
信号の振幅及び位相の変動量を調べることによって検出される。また、無線受信部１０４
－１～１０４－Ｎから出力された信号の電力レベルに基づいて、無線受信部１０４－１～
１０４－Ｎから出力される信号の電力レベルと多重回路１０３－１～１０３－Ｎに入力さ
れるキャリブレーション信号の電力レベルとの比を一定とするように多重回路１０３－１
～１０３－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力を制御する制御信号が電力レベ
ル可変回路１０９－１～１０９－Ｎに対して出力される。
【００５３】
ここで、アレーアンテナ受信装置の運用時においては、各無線受信部１０４－１～１０４
－Ｎ内のＡＧＣによって、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎに入力される信号の電力レ
ベルによらずに出力される信号の電力レベルが一定になるように自動的に制御されている
。そのため、各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力される信号に含まれるキャリ
ブレーション信号の電力レベルが一定となり、キャリブレーション信号処理部１０６にお
いて各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎにおけるキャリブレーション信号の振幅及び位
相変動を正確に検出することができ、それに伴って、アンテナ素子１０２－１～１０２－
Ｎにて受信された信号の振幅及び位相情報を正確に検出することができる。
【００５４】
運用時に各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎの内部で受信信号の振幅や位相が変動した
場合、各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力される信号からキャリブレーション
信号が抽出され、抽出されたキャリブレーション信号が多重回路１０３－１～１０３－Ｎ
に入力されるキャリブレーション信号と比較され、比較結果に基づいて、各無線受信部１
０４－１～１０４－Ｎにおけるキャリブレーション信号の振幅及び位相変動が検出され、
該検出結果に基づいて、アンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受信された信号の振幅
及び位相情報が検出される。
【００５５】
また、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎ内のＡＧＣが正常に動作している場合は、各無
線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力される信号の電力レベルは一定であるので、キ
ャリブレーション用信号処理部１０６において、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから
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出力された信号から抽出されたキャリブレーション信号の電力レベルを一定とするような
制御信号を電力レベル可変回路１０９に対して出力する方法もある。
【００５６】
さらに、キャリブレーション用信号処理部１０６において、無線受信部１０４－１～１０
４－Ｎから出力された信号の電力レベルと無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力さ
れた信号から抽出されたキャリブレーション信号の電力レベルとの比を算出する際に、無
線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力された信号から抽出されたキャリブレーション
信号のビット謝り率（ＢＥＲ　：　Ｂｉｔ　Ｅｒｒｏｒ
Ｒａｔｅ）情報を用いることも可能である。
【００５７】
キャリブレーション信号は既知であるので、キャリブレーション用信号処理部１０６にお
いてキャリブレーション信号のＢＥＲを測定することが可能である。ＢＥＲが大きな場合
は、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力される信号の電力レベルと比較して、無
線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力される信号から抽出されたキャリブレーション
信号の電力レベルが小さいことを示し、また、ＢＥＲが小さな場合は、無線受信部１０４
－１～１０４－Ｎから出力された信号の電力レベルと比較して、無線受信部１０４－１～
１０４－Ｎから出力された信号から抽出されたキャリブレーション信号の電力レベルが大
きいことを示す。したがって、無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力された信号か
ら抽出されたキャリブレーション信号のビット謝り率情報から、無線受信部１０４－１～
１０４－Ｎから出力された信号の電力レベルと無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出
力された信号から抽出されたキャリブレーション信号の電力レベルとの比を近似的に算出
することができる。
【００５８】
キャリブレーション用信号発生器１０７においては、基底帯域でキャリブレーション信号
が生成され、生成されたキャリブレーション信号がキャリブレーション用無線送信部１０
８に対して出力される。
【００５９】
キャリブレーション用無線送信部１０８においては、キャリブレーション用信号発生器１
０７から出力された基底帯域のキャリブレーション信号が入力され、入力されたキャリブ
レーション信号に対するディジタル／アナログ変換、基底帯域から無線帯域への周波数変
換等が行われ、該キャリブレーション信号がアンテナ素子１０２－１～１０２－Ｎにて受
信された信号と同一周波数帯域を有するキャリブレーション信号として電力レベル可変回
路１０９に対して出力される。
【００６０】
電力レベル可変回路１０９－１～１０９－Ｎにおいては、キャリブレーション用無線送信
部１０８から出力されたキャリブレーション信号が、キャリブレーション用信号処理部１
０６から出力される制御信号に基づいた電力レベルで多重回路１０３－１～１０３－Ｎに
対して出力される。
【００６１】
上記のように構成されたアレーアンテナ受信装置においては、各アンテナ素子１０２－１
～１０２－Ｎにて受信された信号の電力レベルに応じた電力レベルのキャリブレーション
信号が各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎに供給されるため、受信信号の電力レベルが
時間的に変動し、各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎ内のＡＧＣによって、受信信号の
電力レベルとキャリブレーション信号の電力レベルとの和が一定になるように自動的に出
力が制御されても、各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎから出力される信号に含まれる
キャリブレーション信号電力レベルを一定に保つことができ、キャリブレーション用信号
処理部１０６において、各無線受信部１０４－１～１０４－Ｎにおけるキャリブレーショ
ン信号の振幅及び位相変動を正確に検出することができ、これに伴って、アンテナ素子１
０２－１～１０２－Ｎにて受信された信号の振幅及び位相情報を正確に検出することがで
きる。これにより、運用時においても精度の高いキャリブレーションを行うことができる
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。
【００６２】
（第２の実施の形態）
図２は、本発明のアレーアンテナ受信装置の第２の実施の形態を示すブロック図である。
【００６３】
本形態は図２に示すように、複数のアンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎからなるアレー
アンテナ２０１と、アンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎのそれぞれに対応して設けられ
、アンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎにて受信された信号にキャリブレーション信号を
多重して出力する多重回路２０３－１～２０３－Ｎと、アンテナ素子２０２－１～２０２
－Ｎのそれぞれに対応して設けられ、多重回路２０３－１～２０３－Ｎから出力された信
号の受信処理を行う無線受信部２０４－１～２０４－Ｎと、アンテナ素子２０２－１～２
０２－Ｎにて受信された信号と無線受信部２０４－１～２０４－Ｎから出力された信号と
が入力され、無線受信部２０４－１～２０４－Ｎから出力された信号に基づいて、アンテ
ナ素子２０２－１～２０２－Ｎにて受信された信号の振幅情報及び位相情報を検出するキ
ャリブレーション用信号処理部２０６と、ユーザの数分設けられ、無線受信部２０４－１
～２０４－Ｎから出力された信号をキャリブレーション用信号処理部２０６にて検出され
た振幅情報及び位相情報を用いて補正し、ユーザ毎の復調信号として出力するユーザ信号
処理部２０５－１～２０５－Ｍと、キャリブレーション信号を生成するキャリブレーショ
ン用信号発生器２０７と、キャリブレーション用信号発生器２０７にて生成されたキャリ
ブレーション信号を周波数変換して出力するキャリブレーション用無線送信部２０８と、
キャリブレーション用無線送信部２０８から出力されたキャリブレーション信号をキャリ
ブレーション信号処理部２０６にて制御される電力レベルで出力する電力レベル可変回路
２０９－１～２０９－Ｎとから構成されており、電力レベル可変回路２０９－１～２０９
－Ｎから出力されたキャリブレーション信号が多重回路２０３－１～２０３－Ｎにてアン
テナ素子２０２－１～２０２－Ｎにて受信された信号に多重される。
【００６４】
本形態は上述したように、キャリブレーション用信号処理部２０６以外は、第１の実施形
態に示したものと同様である。
【００６５】
キャリブレーション用信号処理部２０６においては、アンテナ素子２０２－１～２０２－
Ｎにて受信された信号と無線受信部２０４－１～２０４－Ｎから出力された信号とが入力
され、無線受信部２０４－１～２０４－Ｎから出力された信号からキャリブレーション信
号が抽出され、それにより、アンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎにて受信された信号の
振幅及び位相情報が検出される。検出された振幅及び位相情報は、ユーザ信号処理部２０
５－１～２０５－Ｎに対して出力される。ここで、アンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎ
にて受信された信号の振幅及び位相情報は、無線受信部２０４－１～２０４－Ｎにおける
キャリブレーション信号の振幅及び位相の変動量を調べることによって検出される。また
、アンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎにて受信された信号に基づいて、アンテナ素子２
０２－１～２０２－Ｎにて受信された信号の電力レベルと多重回路２０３－１～２０３－
Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力レベルとの比を一定とするように多重回路
２０３－１～２０３－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力を制御する制御信号
が電力レベル可変回路２０９－１～２０９－Ｎに対して出力される。
【００６６】
ここで、アンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎにて受信された信号の電力レベルと多重回
路２０３－１～２０３－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力レベルとの比を一
定に保つということは、多重回路２０３－１～２０３－Ｎから出力される信号に含まれる
キャリブレーション信号の電力の割合を一定に保つことであるため、各無線受信部２０４
－１～２０４－Ｎから出力される信号に含まれるキャリブレーション信号の電力レベルを
一定にすることになる。このことから、本形態は、原理的には第１の実施の形態と同様で
あることが分かる。

10

20

30

40

50

(16) JP 3567976 B2 2004.9.22



【００６７】
上記のように構成されたアレーアンテナ装置においては、第１の実施の形態において無線
受信部から出力された信号の電力レベルが測定され、該電力レベルに基づいて、多重回路
に入力されるキャリブレーション信号の電力が制御されるのに対し、アンテナ素子２０２
－１～２０２－１における受信信号の電力レベルが測定され、該電力レベルに基づいて、
多重回路２０３－１～２０３－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力が制御され
るため、多重回路２０３－１～２０３－Ｎにてアンテナ素子２０２－１～２０２－Ｎにて
受信された信号とキャリブレーション信号とが多重される前の情報を用いることができ、
より精度の高いキャリブレーションを行うことができる。
【００６８】
（第３の実施の形態）
図３は、本発明のアレーアンテナ受信装置の第３の実施の形態を示すブロック図である。
【００６９】
本形態は図３に示すように、複数のアンテナ素子３０２－１～３０２－Ｎからなるアレー
アンテナ３０１と、アンテナ素子３０２－１～３０２－Ｎのそれぞれに対応して設けられ
、アンテナ素子３０２－１～３０２－Ｎにて受信された信号にキャリブレーション信号を
多重して出力する多重回路３０３－１～３０３－Ｎと、アンテナ素子３０２－１～３０２
－Ｎのそれぞれに対応して設けられ、多重回路３０３－１～３０３－Ｎから出力された信
号の受信処理を行う無線受信部３０４－１～３０４－Ｎと、多重回路３０３－１～３０３
－Ｎから出力された信号と無線受信部３０４－１～３０４－Ｎから出力された信号とが入
力され、無線受信部３０４－１～３０４－Ｎから出力された信号に基づいて、アンテナ素
子３０２－１～３０２－Ｎにて受信された信号の振幅情報及び位相情報を検出するキャリ
ブレーション用信号処理部３０６と、ユーザの数分設けられ、無線受信部３０４－１～３
０４－Ｎから出力された信号をキャリブレーション用信号処理部３０６にて検出された振
幅情報及び位相情報を用いて補正し、ユーザ毎の復調信号として出力するユーザ信号処理
部３０５－１～３０５－Ｍと、キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用
信号発生器３０７と、キャリブレーション用信号発生器３０７にて生成されたキャリブレ
ーション信号を周波数変換して出力するキャリブレーション用無線送信部３０８と、キャ
リブレーション用無線送信部３０８から出力されたキャリブレーション信号をキャリブレ
ーション信号処理部３０６にて制御される電力レベルで出力する電力レベル可変回路３０
９－１～３０９－Ｎとから構成されており、電力レベル可変回路３０９－１～３０９－Ｎ
から出力されたキャリブレーション信号が多重回路３０３－１～３０３－Ｎにてアンテナ
素子３０２－１～３０２－Ｎにて受信された信号に多重される。
【００７０】
本形態は上述したように、キャリブレーション用信号処理部３０６以外は、第１の実施形
態に示したものと同様である。
【００７１】
キャリブレーション用信号処理部３０６においては、多重回路３０３－１～３０３－Ｎか
ら出力された信号と無線受信部３０４－１～３０４－Ｎから出力された信号とが入力され
、無線受信部３０４－１～３０４－Ｎから出力された信号からキャリブレーション信号が
抽出され、それにより、アンテナ素子３０２－１～３０２－Ｎにて受信された信号の振幅
及び位相情報が検出される。検出された振幅及び位相情報は、ユーザ信号処理部３０５－
１～３０５－Ｎに対して出力される。ここで、アンテナ素子３０２－１～３０２－Ｎにて
受信された信号の振幅及び位相情報は、無線受信部３０４－１～３０４－Ｎにおけるキャ
リブレーション信号の振幅及び位相の変動量を調べることによって検出される。また、多
重回路３０３－１～３０３－Ｎから出力された信号の電力レベルに基づいて、多重回路３
０３－１～３０３－Ｎから出力される信号の電力レベルと多重回路３０３－１～３０３－
Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力レベルとの比を一定とするように多重回路
３０３－１～３０３－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力を制御する制御信号
が電力レベル可変回路３０９－１～３０９－Ｎに対して出力される。
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【００７２】
ここで、多重回路３０３－１～３０３－Ｎから出力される信号の電力レベルから多重回路
３０３－１～３０３－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力レベルを減算するこ
とにより各アンテナ素子３０２－１～３０２－Ｎにて受信された信号の電力レベルを算出
することができるため、本形態は、原理的には第２の実施の形態と同様であることが分か
る。
【００７３】
上記のように構成されたアレーアンテナ受信装置においては、第２の実施の形態において
各アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルが測定され、該電力レベルに基づいて、
多重回路に入力されるキャリブレーション信号の電力が制御されるのに対し、多重回路３
０３－１～３０３－Ｎから出力される信号の電力レベル、すなわち、各無線受信部３０４
－１～３０４－Ｎの入力信号の電力レベルが測定され、該電力レベルに基づいて、多重回
路３０３－１～３０３－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力が制御されている
。
【００７４】
ここで、第２の実施の形態にて示したもののように各アンテナ素子にて受信された信号の
電力レベルを測定するためには、アンテナ素子の出力と多重回路の入力との間でその電力
レベルを測定する必要がある。しかしながら、通常、アンテナ素子と多重回路とが無線受
信部から離れた場所に設置される場合が多く、第２の実施の形態に示したものにおいては
、アンテナ素子数に対応したＮ本の測定ケーブルの特性のばらつきによる誤差が生じる可
能性がある。
【００７５】
これに対して本形態においては、測定対象を各無線受信部の入力信号の電力レベルとした
ため、測定ケーブルの長さを短くすることができ、特性のばらつきを抑えることができる
。
【００７６】
（第４の実施の形態）
図４は、本発明のアレーアンテナ受信装置の第４の実施の形態を示すブロック図である。
【００７７】
本形態は図４に示すように、複数のアンテナ素子４０２－１～４０２－Ｎからなるアレー
アンテナ４０１と、アンテナ素子４０２－１～４０２－Ｎのそれぞれに対応して設けられ
、アンテナ素子４０２－１～４０２－Ｎにて受信された信号にキャリブレーション信号を
多重して出力する多重回路４０３－１～４０３－Ｎと、自動利得制御手段であるＡＧＣ（
Ａｕｔｏ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）を含んでアンテナ素子４０２－１～４０２
－Ｎのそれぞれに対応して設けられ、多重回路４０３－１～４０３－Ｎから出力された信
号の受信処理を行うとともに、ＡＧＣにおける増幅率をＡＧＣ制御情報として出力する無
線受信部４０４－１～４０４－Ｎと、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力された
ＡＧＣ制御情報と無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力された信号とが入力され、
無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力された信号に基づいて、アンテナ素子４０２
－１～４０２－Ｎにて受信された信号の振幅情報及び位相情報を検出するキャリブレーシ
ョン用信号処理部４０６と、ユーザの数分設けられ、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎ
から出力された信号をキャリブレーション用信号処理部４０６にて検出された振幅情報及
び位相情報を用いて補正し、ユーザ毎の復調信号として出力するユーザ信号処理部４０５
－１～４０５－Ｍと、キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生
器４０７と、キャリブレーション用信号発生器４０７にて生成されたキャリブレーション
信号を周波数変換して出力するキャリブレーション用無線送信部４０８と、キャリブレー
ション用無線送信部４０８から出力されたキャリブレーション信号をキャリブレーション
信号処理部４０６にて制御される電力レベルで出力する電力レベル可変回路４０９－１～
４０９－Ｎとから構成されており、電力レベル可変回路４０９－１～４０９－Ｎから出力
されたキャリブレーション信号が多重回路４０３－１～４０３－Ｎにてアンテナ素子４０
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２－１～４０２－Ｎにて受信された信号に多重される。
【００７８】
本形態は上述したように、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎ及びキャリブレーション用
信号処理部４０６以外は、第１の実施の形態に示したものと同様である。
【００７９】
無線受信部４０４－１～４０４－Ｎは、ローノイズアンプ、帯域制限フィルタ、ミキサ、
局部発信器、ＡＧＣ（Ａｕｔｏ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、直交検波器、低域
通過フィルタ、アナログ／ディジタル変換器等から構成される。ここで、無線受信部４０
４－Ｎを例にとると、多重回路４０３－Ｎから出力された信号が入力され、入力された信
号の増幅、無線帯域から基底帯域への周波数変換、直交検波、アナログ／ディジタル変換
等が行われ、当該信号がユーザ信号処理部４０５－１～４０５－Ｍ及びキャリブレーショ
ン用信号処理部４０６に対して出力される。また、各無線受信部４０４－１～４０４－Ｎ
内に設けられたＡＧＣにおけるＡＧＣ増幅率が制御情報としてキャリブレーション用信号
処理部４０６に対して出力される。
【００８０】
キャリブレーション用信号処理部４０６においては、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎ
から出力されるＡＧＣ制御情報と無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力された信号
とが入力され、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力された信号からキャリブレー
ション信号が抽出され、それにより、アンテナ素子４０２－１～４０２－Ｎにて受信され
た信号の振幅及び位相情報が検出され、検出された振幅及び位相情報がユーザ信号処理部
４０５－１～４０５－Ｎに対して出力される。また、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎ
から出力された信号の電力レベルと無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力されたＡ
ＧＣ制御情報とに基づいて、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎに入力される信号の電力
レベルが近似的に算出され、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎに入力される信号の電力
レベルと無線受信部４０４－１～４０４－Ｎに入力されるキャリブレーション信号の電力
レベルとの比を一定とするように多重回路４０３－１～４０３－Ｎに入力されるキャリブ
レーション信号の電力を制御する制御信号が電力レベル可変回路４０９－１～４０９－Ｎ
に対して出力される。
【００８１】
ここで、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力されるＡＧＣ制御情報においては、
無線受信部４０４－１～４０４－Ｎに入力される信号の電力レベルに応じて、入力電力レ
ベルが小さな場合にはＡＧＣの増幅率を上げ、入力電力レベルが大きな場合にはＡＧＣの
増幅率を下げるような情報であることから、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力
された信号の電力レベルとＡＧＣ制御情報とに基づいて、無線受信部４０４－１～４０４
－Ｎに入力される信号の電力レベルを近似的に算出することができる。原理的には第３の
実施の形態に示したものと同様である。
【００８２】
上記のように構成されたアレーアンテナ受信装置においては、第３の実施の形態において
多重回路の出力電力レベル、すなわち、各無線受信部に入力される信号の電力レベルが測
定され、該電力レベルに基づいて、多重回路に入力されるキャリブレーション信号の電力
が制御されるのに対し、無線受信部４０４－１～４０４－Ｎから出力されたＡＧＣ制御情
報のみが用いられる。このＡＧＣ制御情報はベースバンド信号であるので、直接無線帯域
信号である各無線受信部の入力信号を扱う第３の実施の形態と比較して、キャリブレーシ
ョン用信号処理部の負担を軽減することができる。
【００８３】
（第５の実施の形態）
図５は、本発明のアレーアンテナ受信装置の第５の実施の形態を示すブロック図である。
【００８４】
本形態は図５に示すように、複数のアンテナ素子５０２－１～５０２－Ｎからなるアレー
アンテナ５０１と、アンテナ素子５０２－１～５０２－Ｎのそれぞれに対応して設けられ
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、アンテナ素子５０２－１～５０２－Ｎにて受信された信号にキャリブレーション信号を
多重して出力する多重回路５０３－１～５０３－Ｎと、アンテナ素子５０２－１～５０２
－Ｎのそれぞれに対応して設けられ、多重回路５０３－１～５０３－Ｎから出力された信
号の受信処理を行う無線受信部５０４－１～５０４－Ｎと、無線受信部５０４－１～５０
４－Ｎから出力された信号が入力され、入力された信号に基づいて、アンテナ素子５０２
－１～５０２－Ｎにて受信された信号の振幅情報及び位相情報を検出するキャリブレーシ
ョン用信号処理部５０６と、ユーザの数分設けられ、無線受信部５０４－１～５０４－Ｎ
から出力された信号をキャリブレーション用信号処理部５０６にて検出された振幅情報及
び位相情報を用いて補正し、ユーザ毎の復調信号として出力するユーザ信号処理部５０５
－１～５０５－Ｍと、キャリブレーション信号を生成するキャリブレーション用信号発生
器５０７と、キャリブレーション用信号発生器５０７にて生成されたキャリブレーション
信号を周波数変換して出力するキャリブレーション用無線送信部５０８と、アンテナ素子
５０２－１～５０２－Ｎよりも少ない数だけ設けられ、キャリブレーション用無線送信部
５０８から出力されたキャリブレーション信号をキャリブレーション信号処理部５０６に
て制御される電力レベルで出力するＫ個（Ｋは１以上Ｎ未満の整数）の電力レベル可変回
路５０９－１～５０９－Ｋと、電力レベル可変回路５０９－１～５０９－Ｋから出力され
たキャリブレーション信号を選択し、分岐して出力する選択／分岐回路５１０とから構成
されており、選択／分岐回路５１０から出力されたキャリブレーション信号が多重回路５
０３－１～５０３－Ｎにてアンテナ素子５０２－１～５０２－Ｎにて受信された信号に多
重される。
【００８５】
本形態は上述したように、電力レベル可変回路５０９－１～５０９－Ｋ及び選択／分岐回
路５１０以外は、第１の実施の形態に示したものと同様である。
【００８６】
電力レベル可変回路５０９－１～５０９－Ｋにおいては、キャリブレーション用無線送信
部５０８から出力された、アンテナ素子５０２－１～５０２－Ｎにて受信された信号と同
一周波数帯域のキャリブレーション信号が入力され、該キャリブレーション信号がキャリ
ブレーション用信号処理部５０６の制御に基づく任意の電力レベルで選択／分配回路５１
０に対して出力される。
【００８７】
選択／分配回路５１０においては、電力レベル可変回路５０９－１～５０９－Ｋから出力
されたキャリブレーション信号が入力され、該キャリブレーション信号の選択／分配が行
われ、多重回路５０３－１～５０３－Ｎに対して出力される。
【００８８】
なお、選択／分配回路５１０における選択／分配数及び接続の仕方に制限は無い。具体的
には１個の電力レベル可変回路と１入力Ｎ出力の分配器とによる構成が挙げられる。
【００８９】
図５においては、第１の実施の形態に示したものに対応する例を挙げたが、第２～４の実
施の形態に対しても同様に本形態を適用することが可能である。
【００９０】
上記のように構成されたアレーアンテナ受信装置においては、アンテナ素子数より少ない
数の電力レベル可変回路を用いることで、第１～第４の実施の形態に示したものと比較し
て、アレーアンテナ受信装置の構成を簡略化することができる。
【００９１】
上述した第１～第４の実施の形態を任意に組み合わせることで、各アンテナ素子にて受信
された信号の電力レベルに応じたキャリブレーション信号の電力レベルの精度を向上させ
ることが可能であり、それらも本発明に含まれる。なお、実施の形態の組み合わせに制限
はない。
【００９２】
また、本発明においては、無線伝送方式に制限はなく、例としては符号分割多重接続（Ｃ
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ＤＭＡ）方式が挙げられる。
【００９３】
また、本発明においては、アンテナの素子数及びアンテナ素子の配置に制限はなく、アン
テナ素子の配置の例としては搬送波の半波長間隔の直線配置が挙げられる。
【００９４】
また、本発明においては、同時に受信するユーザの数及び同時に受信するユーザあたりの
マルチパスの数に制限はない。
【００９５】
また、本発明においては、ユーザ信号処理部の構成、受信指向性パターン形成のアルゴリ
ズム、各無線受信部の出力に対して個々のアンテナ素子における振幅及び位相情報を用い
て補正を行う方法に制限はない。
【００９６】
【発明の効果】
以上説明したように本発明においては、アンテナ素子にて受信された信号に多重されるキ
ャリブレーション信号が、無線受信部から出力された信号から抽出されたキャリブレーシ
ョン信号の電力レベルが一定となるような電力レベルで、アンテナ素子にて受信された信
号に多重される構成としたため、アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルが時間的
に変動し、無線受信部において、アンテナ素子にて受信された信号の電力レベルとキャリ
ブレーション信号の電力レベルとの和が一定になるように出力が自動的に制御された場合
においても、精度の高いキャリブレーションを行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のアレーアンテナ受信装置の第１の実施の形態を示すブロック図である。
【図２】本発明のアレーアンテナ受信装置の第２の実施の形態を示すブロック図である。
【図３】本発明のアレーアンテナ受信装置の第３の実施の形態を示すブロック図である。
【図４】本発明のアレーアンテナ受信装置の第４の実施の形態を示すブロック図である。
【図５】本発明のアレーアンテナ受信装置の第５の実施の形態を示すブロック図である。
【図６】従来のアレーアンテナ受信装置の一構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
１０１，２０１，３０１，４０１，５０１　　アレーアンテナ
１０２－１～１０２－Ｎ，２０２－１～２０２－Ｎ，３０２－１～３０２－Ｎ，４０２－
１～４０２－Ｎ，５０２－１～５０２－Ｎ　　アンテナ素子
１０３－１～１０３－Ｎ，２０３－１～２０３－Ｎ，３０３－１～３０３－Ｎ，４０３－
１～４０３－Ｎ，５０３－１～５０３－Ｎ　　多重回路
１０４－１～１０４－Ｎ，２０４－１～２０４－Ｎ，３０４－１～３０４－Ｎ，４０４－
１～４０４－Ｎ，５０４－１～５０４－Ｎ　　無線受信部
１０５－１～１０５－Ｍ，２０５－１～２０５－Ｍ，３０５－１～３０５－Ｍ，４０５－
１～４０５－Ｍ，５０５－１～５０５－Ｍ　　ユーザ信号処理部
１０６，２０６，３０６，４０６，５０６　　キャリブレーション用信号処理部
１０７，２０７，３０７，４０７，５０７　　キャリブレーション用信号発生器
１０８，２０８，３０８，４０８，５０８　　キャリブレーション用無線送信部
１０９－１～１０９－Ｎ，２０９－１～２０９－Ｎ，３０９－１～３０９－Ｎ，４０９－
１～４０９－Ｎ，５０９－１～５０９－Ｋ　　電力レベル可変回路
５１０　　選択／分岐回路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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